
平成 31（令和元）年度学校評価について（まとめ） 

対象 実施時期 回収数 備考 

職員 ２月 58名 年１回実施 

生徒 12月 878名 HR等で実施 

保護者 12月 753名 事前に配布し面談時に回収 

近隣中学校 １月 16校 在籍生徒の出身中学を対象 

※ アンケートの評価点  

4.思う 3.どちらかといえば思う 2.どちらかといえば思わない 1.思わない 0.わからない 

 

1 職員対象の調査から 

 具体的な目標・方策に対する評価は、概ね良好な結果が出ている。各校務分掌の計画に従い、全職員

協力のもとに様々な施策に取り組んできた結果とみることができる。令和４年度から始まる新教育課程

の作成に伴い、主体的対話的で深い学びをめざす授業のあり方や探究活動の充実が今後さらに取り組む

べき課題としてあげられる。 

そのため、探究活動における先進校の視察や事例研究、校内での授業公開や研究協議、アクティブラ

ーニングを中心とした生徒の主体的・対話的な授業の取り組みについて、継続的に研究している。 

 

2 生徒対象の調査から 

(1) 評価点平均の高い項目について  

アンケート全 49項目のうち 26項目で平均点 3.0を超えており、若干昨年度より評価は下がった

ものの、概ね充実した学校生活を送っていると捉えている生徒の割合が多いと考えることができる。

それらのうち、平均点が特に高いものは、次の２項目である。 

「日々の生活指導が、体罰によらない適切な指導だと思いますか。」（3.4） 

「牛久栄進生の髪型・服装などが、高校生らしいと思いますか。」(3.3)  

 

(2) 評価点平均の低い項目について 

 平均点が 2.5を下回っていた項目は、「図書館をよく利用していますか。」（1.8）、「自分の年次の

目標や指導方針を知っていますか。」（1.8）、「単位制が進路実現に有益だと思いますか。」(1.9) 、

「生徒会活動に関心を持っていますか。」（2.1）「生徒会活動が活発であると思いますか。」(2.2)、

の５項目であり、昨年と比べ２項目増えている。 

 

3 保護者対象の調査から 

 全 24 項目のうち、９項目で平均点が 3.0 を超えた。それらのうち、特に高いものは、次の２項目で

ある。 

 「本校で、お子さんは毎日楽しく学校生活を送っていると思いますか。」(3.3)「本校にお子さんを入

学させてよかったですか。」（3.2） 

 



4 中学校対象の調査から 

 本年度も本校の教育活動について非常に高い評価をいただいた。それらのうち特に高いものは、次の

２項目である。 

「本校は、単位制の特長を生かし「活力ある進学校」づくりに取り組んでいると思いますか。」、「本

校では、生徒の学力を高めるために、熱心な学習指導が行われていると思いますか。」（3.7）である。 

 本校の目指す「活力ある進学校」「個に応じた学習指導」及び「自主自律の人づくり」の目標達成に

向けた指導体制の確立し、創意と工夫をもった実践の適切な情報発信に取り組みたい。 

 

5 まとめとして 

 本年度のアンケートでは、生徒、保護者、近隣中学校から概ね良い評価を得ることができたが、一方

では自由記述等を通して改善を望む声も聞くことができた。今後とも現状に満足することなく、本校の

目標達成を目指して取り組んでいきたい。 

 

※ 学校評価の詳細は本校のホームページをご覧ください。 

 


